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今
月
４
日
。
岡
山
国
際
交
会
が
ヤ
ン
ゴ
ン
大
学
の
研
究

流
セ
ン
タ
ー
に
て
、
第
２
回
者
に
関
す
る
人
材
育
成
の
突

一
国
際
医
療
貢
献
フ
ォ
土
フ
ム

Ｚ
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ｌ
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Ｊ

を
岡
山
県
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
共

同
で
開
催
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
人
材
育
成
」
。
二
人
の
医
師

が
１
０
０
人
の
患
者
を
治
療

で
き
る
。
Ｉ
Ｏ
Ｏ
人
の
医
師

を
育
て
れ
ば
１
万
人
を
治
療

で
き
る
」
。
前
回
に
座
長
の

岡
山
大
学
病
院
心
臓
血
管
外

科
の
佐
野
俊
二
教
授
の
コ
メ

ン
ト
が
契
機
で
あ
る
。
佐
野

教
授
が
ベ
ト
ナ
ム
保
健
大
臣

の
要
請
を
受
け
て
育
成
し
た

病
院
の
心
臓
循
環
器
医
療
チ

ー
ム
が
、
過
去
に
ベ
ト
ナ
ム

で
は
で
き
な
か
っ
た
疾
患
の

手
術
を
多
数
実
施
し
て
い
る

事
実
は
感
動
的
で
あ
る
。

　
岡
山
で
は
、
旭
川
荘
が
ア

ジ
ア
の
福
祉
分
野
、
済
生
会

グ
ル
ー
プ
が
ア
ジ
ア
の
医
療

分
野
、
そ
し
て
日
本
・
ミ
ャ

ン
マ
ー
医
療
人
育
成
支
援
協

出
し
た
実
績
を
誇
っ
て
い

る
。
当
日
は
国
際
人
道
支
援
、

国
際
保
健
や
国
際
交
流
に
関

心
の
あ
る
多
く
の
高
校
生
や

大
学
生
も
参
加
。
彼
ら
と
岡

山
で
研
修
の
機
会
を
得
た
ア

ジ
ア
の
医
療
や
介
護
人
材
と

の
協
働
関
係
が
で
き
れ
ば
最

高
の
喜
び
で
あ
る
。

　
発
表
さ
れ
た
内
容
を
簡
単

に
紹
介
し
た
い
。
広
島
県
立

福
山
誠
之
館
高
校
生
徒
、
国

際
医
療
勉
強
会
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ

の
大
学
生
、
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ａ
（
ア

ジ
ア
医
学
生
連
絡
協
議
会
）

の
医
学
生
、
そ
し
て
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
高
校
生
会
な
ど
か
ら
の
実

践
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
次
に
、

医
療
機
関
に
よ
る
国
際
医
療

貢
献
と
し
て
、
岡
山
大
学
病

院
の
佐
野
教
授
、
川
崎
医
療

福
祉
大
学
医
療
技
術
学
部
感

覚
矯
正
学
科
の
高
崎
裕
子
教

第２回国際医療貢献フォーラム
授
、
岡
山
県
済
生
会
の
岩
本

一
肩
支
部
長
、
そ
し
て
旭
川

汪
の
末
光
茂
理
事
長
な
と
が

ら
人
材
育
成
活
動
の
紹
介
が

な
さ
れ
た
。

。
民
間
組
織
犯
よ
る
さ
ま
ぎ

ま
な
活
動
と
人
材
育
成
と
し

て
、
御
津
医
師
会
の
森
脇
和

久
前
会
長
、
「
歯
科
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
岡
山
か
ら
世
界
へ
」

の
理
事
の
高
柴
正
価
・
岡
山

フォーラムに参加した（左から）岡山県の上野国際課長、則安

医療推進課長、広島県教委の寺田教育改革推進課長と筆者

大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合

し
た
。
教
育
機
関
に
よ
る
人

材
育
成
と
し
て
、
岡
山
県
立
’

大
学
保
健
福
祉
学
部
看
護
学

科
長
の
二
宮
一
枝
教
授
、
岡

山
大
学
大
学
院
環
境
生
命
科

学
研
究
科
の
頼
藤
貴
志
准
教

授
、
同
大
学
院
社
会
文
化
科

学
研
究
科
の
黒
神
直
純
教
授

な
ど
か
ら
活
動
紹
介
を
い
た

だ
い
た
。

　
岡
山
県
か
ら
は
保
健
福
祉

課
長
、
県
民
生
活
部
国
際
課

の
上
野
和
也
課
長
、
そ
し
て

広
島
県
か
ら
は
教
育
委
員
会

事
務
局
教
育
部
教
育
改
革
推

進
課
の
寺
田
拓
真
課
長
に
発

言
を
い
た
だ
い
た
。
「
Ｇ
Ｉ
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ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
ｌ

ｎ
ｇ
　
Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｌ
　
Ａ
ｃ

研
究
科
教
授
、
Ｒ
Ｎ
Ｎ
（
人
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
に
対
し
て
Ｌ
ｏ
ｃ

道
援
助
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ａ
ｌ
　
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ

ワ
ー
ク
）
の
黒
住
宗
道
事
務
　
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
　
Ａ
ｃ
ｔ

局
長
、
倉
敷
岡
山
フ
ィ
リ
ピ
　
ー
ｏ
ｎ
」
。
「
改
善
に
対
し

Ｉ
ノ
サ
ー
ー
ク
ル
の
大
山
マ
ー
ー
・
て
改
革
」
。
「
三
人
称
に
対

ジ
ョ
リ
ー
代
表
、
ブ
ィ
リ
ピ
し
て
一
人
称
」
。
岡
山
県
と

ン
ー
サ
カ
ハ
ン
の
ホ
セ
リ
ト
広
島
県
の
風
土
の
違
い
で
あ

代
表
か
ら
の
活
動
紹
介
が
行
る
。
違
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ

わ
れ
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら
も
人
共
存
の
価
値
が
あ
る
。
多
様

財
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
性
に
富
む
国
際
社
会
に
お
い

1
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‾
1
1
1
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‐
‐
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て
、
両
県
の
連
携
が
推
進
さ

れ
る
こ
と
が
日
本
の
国
際
医

療
貢
献
の
先
行
モ
デ
ル
形
成

に
な
る
と
信
じ
た
い
。
な
お
、

両
県
の
知
事
が
米
国
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
の
同
窓
で
あ

る
こ
と
も
吉
兆
で
あ
る
。

　
牛
尾
光
宏
厚
生
労
働
省
大

臣
官
房
審
議
官
（
国
際
保
健

担
当
）
の
基
調
講
演
の
結
論

は
、
国
際
保
健
に
お
け
る
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
多
源
化
と
多
様

化
だ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て

座
長
の
佐
野
教
授
か
ら
、
国

際
医
療
貢
献
に
お
け
る
産
官

学
の
連
携
を
第
３
回
の
テ
ー

マ
に
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ

た
。
ち
な
み
に
牛
尾
氏
は
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
親
と
も
い
う
べ
き

Ａ
Ｍ
Ｓ
Ａ
の
創
設
者
の
一
人

あ
る
。
そ
の
た
め
の
名
誉
あ

る
１
年
間
の
留
年
が
私
の
責

任
で
あ
る
こ
と
も
告
白
し
た

い
。

　
学
生
時
代
か
ら
今
日
に
至

る
ま
で
の
国
際
保
健
に
関
す

る
ぶ
れ
な
い
生
き
方
は
、
私

た
ち
の
誇
り
で
あ
る
と
共
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
フ
代
表
）
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